







第 69 回全国社会科教育学会・第 37 回鳴門社会科教育学会 
合同全国研究大会 
実行委員会 梅津正美・伊藤直之・井上奈穂・金野誠志 







をテーマに、2020 年 10 月 24 日（土曜）の発表動画の公開を踏まえ、翌 25 日に登壇者による
ディスカッションを Zoom により公開し、ウェブ上で参加者と質疑応答を行う形式で開催しまし









自由研究発表は、2020 年 10 月 24 日（土曜）～12 月 25 日（金曜）まで、要旨と発表資料を










１．主 催  全国社会科教育学会・鳴門社会科教育学会
２．後 援 徳島県教育委員会，鳴門市教育委員会，日本教育大学協会社会科部門 
３．場 所 下掲のウェブサイト上で開催する（実行委員会は鳴門教育大学に置く） 
http://jerass69naruto.jp 
４．開催期間・日時 
（１）ウェブサイト上の掲示：2020 年 10 月 24 日（土）～12 月 25 日(金) 
※10 月 25 日（日曜）13 時から 60 分程度，ウェブサイト上にてシンポジウムに関する
ディスカッション（ライブ）を開催します
※ウェブサイト掲載期間については，当初 11 月末までと告知していましたが，自由研究















〒772-8502 徳島県鳴門市鳴門町高島字中島 748  鳴門教育大学大学院学校教育研究科 
担当：梅津正美・金野誠志・伊藤直之・井上奈穂
E-mail: jerass69naruto@gmail.com
TEL: 088-687-6373（梅津）  088-687-6488（金野）088-687-6370（伊藤）088-687-6361（井上） 
重要な締切⽇⼀覧 
(1)発表資料の⼊稿（pdf のアップロード）︓9 ⽉ 28 ⽇(⽉) 
(2)研究⼤会への参加申込み（参加者登録）︓10 ⽉ 9 ⽇(⾦) 
(3)座⻑のコメント原稿︓11 ⽉ 30 ⽇(⽉) 
2
シンポジウム 
動画掲載：10 月 24 日・10 月 25 日の 2 日間のみ 
参加者からの意見聴取：10 月 24 日(土)17:00 で〆切 



























































資料掲載期間︓10 ⽉ 24 ⽇（⼟）〜12 ⽉ 25 ⽇（⾦） 
参加者からの意⾒聴取︓10 ⽉ 30 ⽇（⾦）17:00 で〆切 
座⻑によるコメントの掲載︓12 ⽉上旬〜12 ⽉ 25 ⽇（⾦） 
4
［第４分科会］ 座長：島根大学 加藤 寿朗 
4-1 「観光のまなざし」論を組み込んだ社会科観光学習
－小学校第 5 学年 単元「人気観光地！京都伏見神社の人気の謎を探れ」の場合－
佐藤 克士（武蔵野大学） 







［第５分科会］ 座長：鹿児島大学 田口 紘子
5-1 社会的な見方・考え方を働かせ、対話を通して深い学びにつなぐ社会科学習の創造








［第６分科会］ 座長： 兵庫教育大学 米田 豊 
6-1 社会科における「租税」をテーマとした授業開発と実践－外部機関との連携を通して－
藤井 時（鳴門教育大学大学院） 川岡 杏子（鳴門教育大学大学院） 
笹岡 綾馬（鳴門教育大学大学院） 桧下 知夏（鳴門教育大学大学院） 
前田 理拓（鳴門教育大学大学院） 高倉 健輔（鳴門教育大学大学院） 

































































梅野 正信（学習院大学） 新福 悦郎（石巻専修大学） 
福田 喜彦（兵庫教育大学） 真島 聖子（愛知教育大学） 
白井 克尚（愛知東邦大学） 蜂須賀 洋一（上越教育大学） 
池野 範男（日本体育大学） 久留島 浩（国立歴史民俗博物館） 




















－オーストラリアン・カリキュラム HASS「歴史」および NSW 州 HSIE「歴史」シラバスを手がかりに－
両角 遼平（広島大学大学院） 
14-3 「歴史的思考」を実践・評価するための概念の構築過程
－Seixas の Historical Thinking Concepts を事例として－
渡邉 竜平（広島大学大学院） 










































［第１９分科会］ 座長：熊本大学 竹中 伸夫 

































［第２２分科会］ 座長：お茶の水女子大学 岡田 了祐 
22-1 話合い活動の質的調査からみる、情報単元導入に関する一考察




























［第２５分科会］ 座長：鹿児島大学 溝口 和宏 






25-3 ICCS 調査に内在する市民性・市民性教育の特質－civic knowledge（市民的知識）に焦点化して－
小栗 優貴（広島大学大学院） 
［第２６分科会］ 座長：鹿児島大学 福井 駿 
26-1 アメリカ新社会科の実践と理論の再評価












































































































座長コメント 茨木 智志（上越教育大学） 






































































































































































































































































































































佐藤 克士（武蔵野大学） 内川 健（成蹊小学校） 
4-2：小学校社会科における「深い学び」の学習活動を組み込んだ授業開発 
－第５学年「食料生産 米作りのさかんな地域」を事例として－ 























































－ 小学校第 5 学年 単元「人気観光地！京都伏見神社の人気の謎を探れ」の場合 － 
佐藤 克士（武蔵野大学）  








































河野 富男（宇多津町立宇多津北小学校）・馬場 直明（三豊市立笠田小学校） 
5-2 戦争単元への主体的な学びを促す社会科授業開発への一考察 
杉浦  勉（北翔大学） 
5-3 小学校社会科中心に行う人権教育 
岩本  剛（たつの市立小宅小学校） 





























































































藤井 時・川岡 杏子・笹岡 綾馬・桧下 知夏・前田 理拓・高倉 健輔（鳴門教育大学大学院） 






































































藤井 時（鳴門教育大学大学院） 川岡 杏子（鳴門教育大学大学院） 
笹岡 綾馬（鳴門教育大学大学院） 桧下 知夏（鳴門教育大学大学院） 
前田 理拓（鳴門教育大学大学院） 高倉 健輔（鳴門教育大学大学院） 


















































































































































































































































































































































吉村 功太郎（宮崎大学）・渡邉 直人（宮崎大学大学院） 
10-2 21 世紀に必要な資質・能力を認識する生徒を育成する社会科授業 
仙田 健一（上越教育大学附属中学校） 
10-3 経営の視点を取り入れた社会科学習指導の方法 
鬼塚  拓（宮崎大学教育学部附属中学校） 






















































































































































































































































金  道煉（広島大学大学院）・権  五鉉（韓国慶尚大学校） 
12-2 日韓の歴史教科書における植民地期関係事項の比較研究 
梅野 正信（学習院大学）・新福 悦郎（石巻専修大学）・福田 喜彦（兵庫教育大学） 
真島 聖子（愛知教育大学）・白井 克尚（愛知東邦大学）・蜂須賀 洋一（上越教育大学） 
池野 範男（日本体育大学）・久留島 浩（国立歴史民俗博物館） 
大浜 郁子（琉球大学）・徐 鐘珍（東北亜歴史財団） 
12-3 中国における社会科関連教師教育改革の動向と現状 
徐 菁怡（広島大学大学院）・沈 暁敏（中国華東師範大学）・永田 忠道（広島大学） 

















































































梅野 正信（学習院大学） 新福 悦郎（石巻専修大学） 
福田 喜彦（兵庫教育大学） 真島 聖子（愛知教育大学） 
白井 克尚（愛知東邦大学） 蜂須賀 洋一（上越教育大学） 
池野 範男（日本体育大学）久留島 浩（国立歴史民俗博物館） 

























13-2 20 世紀初頭の中国における「郷土教育」 




赫連 茹玉（岡山大学大学院）1 歴史授業能力の育成を目指す韓国教師教育研究の動向と現状 
金  道煉（広島大学大学院）・権  五鉉（韓国慶尚大学校） 
























































































































































































































































































































































吉永  潤（神戸大学） 




























































































































松村  淳（岩国市立通津小学校） 




























































































































































































































































































二階堂 年惠（広島文化学園大学）・合原 晶子（広島文化学園大学） 
沖西 啓子（広島市立長束西小学校） 
20-2 真正な学びを目指した教科等横断学習における社会科の役割 




座長コメント 草原 和博（広島大学） 
20-1 幼小連携の法関連教育プログラムの開発 


































（１）第 1 世代と第 4 世代の共通点として，「小学校低学年は学び方学習に焦点化している」とある。発


























































峯 明秀（大阪教育大学）・阿部 雅之（マレーシア：ペナン日本人学校） 


























































































































































































桑原 敏典（岡山大学）・林 大智（岡山大学大学院） 
23-2 グローバル・シティズンシップ教育としての総合的な学習の特質と課題 




鴛原  進（愛媛大学） 















23-2は、SGH（Super Global High school）に指定された高等学校での、総合的な学習の時間の事例を
取り上げ、「グローバルシティズンシップ」の観点から分析し、その意義と課題を抽出した研究である。発
表者は、まずグローバルシティズンシップ育成をグローバルリーダー育成であると捉え、グローバルリー




























るオルタナティブを説明することを目的としていた。具体的には、彼女がしるしたThe teaching of civics

































































































































































25-1 日本の小学生による「議論に開かれた教室風土（OPEN CLASSROOM CLIMATE）」の認識 
大脇 和志（筑波大学大学院） 
25-2 社会化－対抗社会化のジレンマを乗り越える社会科カリキュラムデザインの提案 
奥村  尚（広島大学大学院） 
25-3 ICCS調査に内在する市民性・市民性教育の特質 
小栗 優貴（広島大学大学院） 
座長コメント 溝口 和宏（鹿児島大学） 










































































































井門 正美（北海道教育大学）・武田 竜太（新十津川町立新十津川中学校） 
石川 祐基治（千葉市立士気小学校） 






















































































































27-3 AI 社会における社会系教科 
松井 克行（西九州大学） 






























































































































印 刷 所 グ ラ ン ド 印 刷 株 式 会 社
（〒770-0941）徳島市万代町6丁目20-15
電話（088）622－8448㈹
